
 

第１６回仙台市中小企業活性化会議要旨  

Ⅰ 会議概要  

１．開催日時  

 平成31年3月14日（木） 15：00～17：00 

 

２．開催場所  

 仙台市役所本庁舎２階  第三委員会室  

 

Ⅱ 議事  

１．開会  

○（事務局）経済企画課長   

  開会に先立ちまして、会議の成立についてご報告をさせていただきます。  

  本日、金入委員がご欠席、早川委員は若干遅れるというご連絡をいただいており

ます。委員10名のうち今時点で８名ご出席いただいておりますので、規定による定

足数を満たしており、本会議が成立しておりますことをご報告させていただきます。  

○柳井会長  

  まず、本会議は公開となっております。議事録作成のため、議事内容を録音して

おりますことをご了承お願いいたします。  

  なお、この公表する議事録の確認につきましては、議事録署名委員にお願いした

いと思っております。今回は委員の五十音順で加藤委員にひとつよろしくお願いし

たいと思っております。よろしくお願いいたします。  

  次に、本日の会議の進め方でございます。平成29年度からこのメンバーで会議を

進めてまいりましたが、今回が最後の会議ということになりますので、事務局より

この２年間の会議の実施状況についてご説明いただきます。また、質疑応答を挟み

まして、次に、事務局より仙台市経済成長戦略 2023についてと、あと次年度の経済

産業施策についてご説明をいただきます。事務局からの説明が終わりましたら、皆

さんと一緒に意見交換を行いたいと思います。そして、最後に、皆様より２年間会

議に参加された感想または次年度以降の会議に向けたご意見など、一言ずつコメン

トを頂戴したいと思っていますので、最後までよろしくお願いいたします。  

 

２．事務局からの説明  

○柳井会長  
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 それでは、お手元の資料１をごらんになってください。これに基づきまして事務局

のほうから説明をお願いしたいと思います。  

○杉田経済企画課長  

 （資料１に基づき説明）  

○柳井会長  

  委員の皆様、もう既にこの件についてはいろいろと議論されていたとは思うんで

すけれども、改めましてご意見ありましたら挙手にて発言をしていただきたいと思

います。  

（意見なし）  

  後ほどまた皆さんのご意見をお聞きする場面がありますので、ここは、進めさせ

ていただきます。  

  それでは、事務局のほうから資料２と３についてご説明をよろしくお願いいたし

ます。  

○（事務局）経済企画課長  

 （資料２～３に基づき説明）  

 

３．意見交換  

○柳井会長  

  それでは、お一人ずつご意見を頂戴したいと思いますので、森さんから反時計回

りで阿部さんまでお願いします。  

○森和美委員  

  わからないところがあったので教えていただきたいのですが、資料３の 31年度の

多分予算案的な部分だと思うんですけれども、この「仙台未来創造企業」創出プロ

グラム、こちらに関して約 1,200万円ぐらいの予算がついているんですが、これは

いわゆるコーディネートをする方の人件費として計上しているようなものなのか、

その辺を教えていただきたいんですけれども。  

○（事務局）経済企画課長  

 主には、外部に委託して、そこから上場の知見を有する専門家ですとか士業の方

を、選定した企業に合った人を派遣してもらうのに要する経費がほとんどを占める

という形です。  
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○森和美委員  

 それは、ほかの事業に関しても同じような形で外部に委託する費用というのがこ

こに書いてある金額ですか。  

○（事務局）経済企画課長   

物によるんですけれども、プロジェクト１で言うと外部に委託するものがほと

んどです。  

○森和美委員  

  委託と言うと、コンサルに丸投げするというふうに捉えてしまいがちなんですけ

れども、そういうイメージですか。  

○（事務局）経済企画課長  

 例えば、この「仙台未来創造企業」創出プログラムについて、お金の部分は確か

に民間に委託するんですけれども、それだけではなく、例えば市政だよりなどのツ

ールを使って、仙台市が認定企業の情報発信をしたりする部分は職員が汗をかいて

やる部分になっていまして、事業としてはそういったトータルで実施する予定です

が、予算としては外部に委託する経費が計上されているというところです。  

○森和美委員  

  ここのプログラムに関しては非常におもしろいなというふうに思いまして、質問

させていただきました。  

あともう一つ、うちの会社は医療機器の製販業という許可を取らないといけな

かったので製販業を取得したんですけれども、その際にお願いしていたコーディネ

ーターの方に「御社のでは製販業を取れるわけがないですよ、そんな小さな会社で

は」と意欲を失うようなことを言われたんです。委託する場合、意欲がある会社を

潰すようなコーディネーターは選ばないでほしいな、というところがあります。  

○（事務局）経済企画課長  

 人を派遣する上でマッチングというのは大事だと思っていまして、例えばプロジ

ェクト１にある「外部人材による新事業創出事業」というのも、外部のプロ人を企

業に派遣する事業なんですけれども、市で一方的に人を決めて派遣するというので

はなく、候補者を何人か出して、経営者の方と面談をしていただきながら、その企

業に合った方を企業側に選んでいただくというプロセスをとっていますので、その

辺りは注意してやっていきたいと思います。  
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○門馬祥子委員  

 私もどんなふうにされているのか教えていただきたいところがあって、「四方よ

し」企業大賞ってすごくいい賞だなと思っていて、１回目に知り合いの会社さんが

受賞されていらっしゃるというのもあったんですけれども、今年が３年目というこ

とですが、１回目以降がどうなっているのかが意外と見えていないというふうに思

っています。この「四方よし」をもうちょっと盛り上げてもいいのかなと思うのと、

認定されたメリットが賞金だけではなくて企業ＰＲの素材を提供するとか、そうい

うお話だったと思うんですけれども、そのあたりの持っていき方も、せっかくなの

でこの地域リーディング企業のデザイン活用による中小企業競争力強化事業などを

使って、実際にどんなふうにＰＲが足りなくて、どうすればさらにＰＲできるのか

というところもプロの目線を使って考えられるようにするとか、持っていき方はい

ろいろあるのかなというふうに思ったので、ご検討いただければと思いました。  

○（事務局）経済企画課長  

 「四方よし」企業大賞の件で言うと、今年度も３社表彰させていただきまして、

申し込み自体は13社で、もうちょっと増やせればいいなとか、あと認知度も高めて

いきたいと思っています。  

  去年から始めた取り組みとして、１回目の表彰式はまさにこの会場のような市役

所の会議室でやったんですけれども、昨年度から、学生が集まる場で表彰を行い学

生にも表彰された企業の取組みを知っていただくということをやっていまして、お

今年も３月３日に東北学院大学で開催したところです。  

  もう１点、企業の皆様にももっとこの制度を知っていただきたいということで、

昨日、国際センター駅２階の青葉の風テラスので、今までの受賞企業に一堂にお集

まりいただき、各社の取り組みなどを他の企業に知っていただくイベントを開催し

ました。そういうものを重ねていったり、来年度は例えば公募を開始する時期にそ

ういったイベントを行うなど、さらなる募集の認知度向上につなげていきたいと考

えています。  

あと、やはりメリット感をもう少し出したいということで、昨年度大賞を受賞

されました株式会社サイコー様のところへ市長に足を運んでいただき、その様子を

市政だよりに掲載するということも行いました。とにかくメリット感を感じていた

だけるようなことを今後もやっていきたいと考えています。  
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○門馬祥子委員  

 選定の基準というのは、起業して何年とか、資本金が幾らとかは特にはないんで

すよね。規模感も特に関係なく、チャンスはどの会社さんにもあるという。  

○（事務局）経済企画課長  

 市内の中小企業ということです。  

○門馬祥子委員  

 わかりました。私も事業団にでチラシは見かけるんですけれども、意外とそれを

持っていっている人もいらっしゃらない。せっかくいい取り組みなのになと思って、

ちょっと残念に思っていたところです。  

○（事務局）経済企画課長  

 これに限らず、いろいろな施策をやっているんですけれども、企業の皆さんから

よくわからないと言われることも多いので、どうやったらもっと伝えられるかなと

かというのは試行錯誤しながらやっていきたいと思っています。  

○山本和茂委員  

 私は、まずおわびから申し上げますが、３月６日に開催された先輩経営者による

セミナーですが、以前の会議の場で「現役のトップ、経営者が自分の経営について

話をして、それが記録に残るというのはなかなか難しいだろう」という発言をして

いたんですけれども、会長お二人を起用されて開催したというのはなるほど大した

もんだなと思っていました。  

お話しされたお二人については私も名刺交換程度しか存じ上げないんですけれ

ども、２社とも非常に立派な企業ですし、大変ご苦労もされておられるということ

で、スケジュールの関係で実際に聞くことはできなかったんですけれども、内容を

事業団の職員から教えていただきました。やっぱり業歴が７年から 10年ぐらいの会

社というのは一つの転換点を迎えるところがありますが、そのあたりは特に経営者

の方が聞くと大変勉強になる内容だなと思って感心をした次第でございますし、ま

た、お二人とも地元経済、地元企業がぜひ強くなってほしいという、そういう熱意

で発言をしていただいたんだと思って、非常に敬意を表する次第でございます。  

  地元企業の経営者の方と話をすると、やっぱり地元企業が強くならなきゃいけな

いという思いは大変強いんだなというふうに感じております。そういった意味で、

今回お話をされた会長お二人に改めて敬意を表するとともに、なかなかこういう場
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というのは今までなかったのかもしれない。これを続けていくことによって、非常

に有意義な企画になるんじゃないかなと思っています。  

○守井嘉朗委員  

 僕はこの２年間参加させていただいたことによって、すごく仙台市の情報がわか

るようになって、仙台市がすごく好きになったなというのが、実はこの２年間の自

分の率直な思いなんです。なので、関わっていない経営者は仙台市のことを実は何

とも思っていないことは事実で、関われば関わるほど好きになるんだなと。これは

人と同じで、すごくそう思いました。なので、関わる機会、例えば市長と関わる機

会や市と関わる機会が多ければ多いほど、市でやっていることに参加したいなと思

うというのが、自分の経験上すごくそんな気がします。会議に呼んでいただくまで

は市に来ることもありませんでしたし、仙台市って何かあれだよねなんて思ってい

たんですけれども、何か急にすごく好きになりまして、何とかしないと、というふ

うに思ったのは、多分会議に呼んでいただいたからかなと思います。 

  自分がやっている勉強会がありまして、前回は「九州に負けるな」という会をや

りました。そのときに、九州、博多と仙台の違うところは、博多には俺が博多をよ

くしたと思っている経営者がいっぱいいて、仙台市は行政がそこに関わって何とな

く市がやってあげている感があるという取り組んでいく姿勢の違いについて、そう

いう分析をその日したんですけれども、やはり自分の経験からも、参加させてもら

ったりこうやって呼んでいただく機会が多ければ多いほど、や行政のことを好きに

なって、わかってくるんだなと。やっていることがわからないのは、なかなか触れ

る機会がないからなので、触れる機会が増えるといいんだなというふうに思います。  

  来年度の事業については、自分がこれまで発言してきたとおりだなと思っており

ますので、何か変わってきたな、すごくちゃんとやっていかれているなというふう

な感じがしています。  

○栗原さやか委員  

 まず、１つ目として、資料２の９ページの「地域リーディング企業」を生み出す

徹底的集中支援の推進、これが出てきたことに私はちょっと感慨深くなっていたん

ですけれども、私のイメージとして行政はやはり平等、公平、だからこそインパク

トに欠けるところもあるというイメージだったんですが、仙台市さんの中で、ここ

で広く公正にといった従来の行政的姿勢にとらわれることなく、徹底的に集中支援
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するという方針を打ち出されたというところが、たしか最初の会議で守井さんがお

っしゃっていたところだと思うんですけれども、最初それを聞いたときは「ちょっ

と難しいんじゃないかな」と正直思っていたんですけれども、そこを決めて、方針

としてやっていこうという市の姿勢にすごく強い意志と、これから仙台市をよりよ

くしていこうという覚悟というか、そういったものを感じて、ちょっと感慨深くな

っていました。  

  あと、皆様もおっしゃっていたんですけれども、この会議に参加させていただい

て、私も仙台市がこれだけたくさんの支援策を打ち出しているんだということを恥

ずかしながら初めて知ったところがあります。興味がある分野については情報を収

集したり、知っていたところはあったんですけれども、これだけいろいろなところ、

多方面にわたってやっているということを知らなかったところもあるので、もった

いないというか、いろんな方に知ってほしい。知っていただくとして、その周知の

仕方というのは、どこをターゲットにするかによって打ち出し方が変わると思いま

すので、それぞれの施策によって届けたい層に合った打ち出し方をして、どうにか

して届くような周知ができるといいなと考えていたところです。  

  あと、Ｘ－ＴＥＣＨイノベーションのところについては、やはりＸ－ＴＥＣＨは

最近重視されているところで、とてもおもしろい分野だと思うんですけれども、私

たちの自戒を込めて言うと、サポートする側も、新しい分野なのでそれなりの土壌

がないとサポートができないと。なので、サポーターについてもきちんと選ばない

と、逆にいい芽を潰してしまうというところがあるので、そういったところは注意

していきたいなと思っています。  

○加藤博委員  

  私は商工会議所に入ったのがこの委員会に入ったときと同じような時期でして、

私は新潟の出身で、仙台とはどちらかというと地縁も血縁も全然ないという人間だ

ったんです。ただ、商工会議所にお世話になって、商工会議所が仙台市と一緒にな

って仙台市をいかに盛り上げるか非常に多彩な手を考えておられるというのは、携

わってみないとわからないところでした。  

ただ、見ていますと、時代が随分変わってきているんではないかというふうに

思っていまして、今までの右肩上がりの行け行けどんどんの世界から、これからの

少子高齢化の中で、仙台も自然減の世界に入ったというお話でしたけれども、そん
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な中で行政としての公正さとか平等にやらなきゃだめだということが本当に通用す

るんだろうかと。これからはそうじゃなくて、選択と集中の世界に入ってこないと、

この厳しい直面している課題を乗り越えられないのではないかというふうに思って

いまして、そういう意味で、仙台市さんや商工会議所一緒になって走っているわけ

ですけれども、いろんな施策をやりつつ、いろんな施策を打つたびにその効果がな

かなか見えない。それはなぜか考えてみたときに、やっぱり選択と集中がなされな

いがゆえに、ヒト・モノ・カネを重点的に投資できない。そうすると、ヒト・モ

ノ・カネがいっぱいあったときはいいんですけれども、そうじゃない時代がこれか

ら来るとすれば、この辺で意識を変えていかないと次の世界に行けないのではない

かと思っています。  

せっかく仙台市が政令都市になって、東北で中心になっていろいろやっている

実力がありながら、少子高齢化の影響をものすごく大きく受けている。まちがどん

どん端的に言えば寂れてきているというような状況の中で、どうするんだというの

がまだ答えが出ていない時代なのではないかと思っています。  

  放射光施設についても、私は商工会議所で工業部会を担当していましていろんな

話をしているんですけれども、具体的にどうすればいいかまだよく見えていない。

ＳＰｒｉｎｇ－８を見て何かわかるんじゃないか、という程度であって、今、起業

家精神を持ってここで自分はどういうことをやってみたいんだというイメージが膨

らめるような状況には残念ながらなっていないのかなと思っていまして、商工会議

所の工業部会でも７月頃にＳＰｒｉｎｇ－８を見に行こうという話をしています。

モノをつくるにしても、そこを利用するにしても、技術的な課題も含めてもっと具

体的に詰めないと次のステップが見えてこないという意見が出ていますので、この

辺は仙台市さんのご協力も得ながら、最後は人と人とのつながりを頼ってこれを広

げていかなきゃだめなのかなというふうに、この委員会の中で皆さんの意見を聞き

ながら、最近特に強く思っているところでございます。個別的にはいろんな苦労が

あるなと思っているんですけれども、全体的に見ると、何かそういう視点をもう一

つ突っ込んでいかないと見えないのかなという気持ちがした次第です。  

○阿部章委員  

  まず、すごい内容ができ上がってすばらしいなというのが感想で、その中で、こ

の会議は中小企業振興基本条例に基づいての会議だと思うので、これは仙台の経済
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成長戦略の中でいろんなところにちりばめられているとは思うんですが、あえて１

つ、例えば域外へ行く企業を増やしましょうというのが本当はどこかに入っている

といいのかなというのは感じています。そのために中核人材を支援する事業をやり

ましょうとか、手段が入っているのかとは思うんですけれども、見た人のメッセー

ジとして、仙台市としては域外にどんどん出ていって事業を拡大してほしいという

ところの意図があると思うので、その名前がそういう形で入っているとよりアピー

ルになるのかなというのが１つ感じたところでした。  

  ２つ目が、個人的には奨学金の返還支援事業が、すばらしい取り組みだなと思い

ました。うちでも去年から奨学金の援助みたいな形で給与に上乗せをやっているの

で、現状市内の大学生の７割が奨学金を使っていて、結果として地元企業に就職し

たくても給与の面で奨学金の返済と生活費が賄えないという現状があるので、この

事業が入ることでより地元中小企業を知ってもらえることにつながるんだろうなと

思っています。  

  最後に、目標値の５割の黒字企業というところで、例えば１％の黒字企業がいっ

ぱいいるのと、10％、 15％の企業がいるのでは、税収面も含めて変わってくるんだ

ろうというのは容易に想像がつくんですけれども、その辺の議論の経緯とか、実際

集中支援をしてそこの会社がどれぐらい伸びたかというのの数値目標もあるといい

のかなという思いもちょっとして、経緯とか、たくさん議論されたんだと思うので、

お聞きできればと思います。  

○柳井会長  

 最初の頃は森さんと守井さんが全く逆の発言をしていて、補助金があるといいと

いう意見と要らないという意見と、あとやっている企業は勝手にやっているんだよ

という話をしていたと思うんですが、守井さんいかがでしょうか、そのあたりも含

めまして、もう少し議論を頂戴したいと思うんですが。  

○守井嘉朗委員   

  集中支援のところについては、本当に自分が思っていたことなのでこういうのが

出てきてよかったなというふうに思っていますが、黒字企業につながるかもしれな

いんですが、条件はしっかりあったほうがいいのかなというふうに思います。市が

集中支援をすることの市側のメリットというのは税と雇用というのが当たり前なの

で、税を納めるのは当たり前だし、逆に言うと、大きくなって本店を仙台市外に移
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転するなんていうことは絶対ないような条件をつけなきゃいけないだろうし、雇用

は何％以上伸ばすことだろうし、そのかわりに企業側でももっとこうするというこ

とを言える機会があったほうがいいと思うのと、自分は選ばれるつもりでいるので、

選ばれたときに、それは正直プレッシャーだろうなと思いますが、だからこそない

とだめだなと思ったんです。  

  これが普通に何となく支援してもらうだけだと、支援内容も薄いし、別に調査さ

れるわけでもないし、発表されるわけでもないしいいかな、と。阿部さんが言うと

おり、発表されて結果を出されたりすると、ああちゃんとやらなきゃいけないかな

というのはあるなと思います。支援していただいた分、しっかり結果を出す。それ

は雇用と税の問題というところで、しっかりそこを決めたほうがはっきりするのか

なと思います。  

○柳井会長  

 あと、森さんどうですか。最初の頃、よく補助金の話をされていましたよね。や

っぱり変わりましたか。  

○森和美委員  

 最初のスタートアップ時点というところだけ見ると、やはりいろんな支援メニュ

ーがあってほしいなというのが自分が20代のときに感じたことなんですけれども、

だんだんとそれこそ大人になっていくと、あまり甘やかされてもいけないんだなと

いうのも感じつつ、この会の中で修羅場体験という話もあったと思うんですけれど

も、やっぱりそういう修羅場は体験しないとわからないし、乗り越えてこそ次に見

える世界があるなというのも感じるところなので、守井社長が昔おっしゃっていた

のは痛感するところではあります。  

○柳井会長  

 あと、山本さん、総論的なコメントで結構なんですけれども、この仙台市の 2023

に対する評価とか、ここもうちょっと何かあるといいよねという少しアドバイスお

願いできますでしょうか。  

○山本和茂委員  

 私なりにこの活性化会議については思いがあって、かつ、この会議と並行して成

長戦略2023の策定があったわけですけれども、この辺について私の思いというか見

方についてちょっと話させていただきます。  
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  まず、この会議で皆さんからいろんなご意見を聞かせていただいて大変私も勉強

になりましたし、その流れの中で、先ほど申しましたように地元の経営者の方と意

見交換をしたりして、随分勉強になりました。ありがとうございました。それで、

私がこの会議に出席をさせていただいて、成長戦略 2023の策定に少しでも関われた

かもしれないということでは大変うれしく感じています。  

  ちょっと古い話をさせていただくと、1997年に銀行の破綻であるとかバブルの崩

壊後のいろんな問題が起きたんですけれども、その後、 1999年の12月、まさに 21世

紀を目の前にして、中小企業基本法の改正がございました。私は当時そういった類

いの仕事に就いていましたので、大変意味のあることだなと思って期待をしていた

んです。そのときの基本法の改正の趣旨は、中小企業を画一的に弱者とのイメージ

で捉えることはもはや困難だということ、そういう捉え方をしていた前の基本法か

ら、保護、救済だけではなくて、多様で活力のある中小企業の育成・発展へという

形に改正されました。  

  ところが、バブル崩壊が終わって 21世紀に向けて頑張ろうと思ったら、 2001年に

中国がＷＴＯに加盟して、東北地方一帯への影響が大きかったんですけれども、工

場がどんどん中国に移転したり、 2002年には完全失業率が 5.5％という雇用の谷を

経ています。その次が 2008年のリーマンショックで、その後に 2010年ぐらいから

2012年ぐらいまででが 79円台の円高ショックが起きたわけです。この 2010年から

2012年の円高の原因というのは、 2006年のゼロ金利解除、金融緩和の取りやめの影

響だと思っていますけれども、そんなことで 1999年の改正以降、何とも中小企業に

とっては大変な難局が続いてきたわけでございます。その間、中小企業の経営健全

化とか、地域中小企業数の減少に対処すること、いわゆるセーフティネットを優先

せざるを得なかったという事情がございます。  

  そういった中で、国でも中小企業強化、成長政策の見直しの検討に 2013年頃から

本格的に着手したというふうに聞いております。その結果、中小企業基本法改正か

ら17年を経て、2016年の７月に改正中小企業等経営強化法が施行されました。その

中で、中小企業の経営強化のために、ベンチャー支援、経営革新支援、企業間新連

携支援、人材支援、ものづくり、知的財産支援であるとか、そういったものが挙げ

られて、前の実施法よりもかなり具体的な中身になりました。  

  ところが、残念ながら、この改正中小企業等経営強化法の検討実施過程では、仙
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台、東北は東日本大震災の発生、復旧・復興の真っ最中だったわけでございます。

まさに2011年の震災というのは円高不況の真っただ中で起きたわけで、そういった

中で人命の安全とか復旧・復興、そして大変な試練に直面した地域中小企業の救済

に集中をせざるを得ない状態だったんじゃないかなというふうに思います。  

  この巨大災害を乗り越えて、今まさに仙台市経済成長戦略 2023をまとめ上げたと

いうことにつきまして、郡市長のリーダーシップと経済局、遠藤局長初め経済局の

皆さんのご努力に心から敬意を表する次第でございます。  

  商工会議所さんと同様に、事業団もこの戦略の実効ある実施にぜひ関わっていき

たいということで、組織体制や職員の育成、そういうことも含めて来年度展開して

いきたいと思っておる次第でございます。  

○遠藤経済局長  

 計画の策定側の人間として、これは全体の意見ではなくて個人的な意見になるん

ですけれども、今、加藤委員から選択と集中という話が出ました。よくこの言葉は

聞くんですけれども、行政側の人間にとって選択と集中というのは、選択するとい

うことはどこかを切り捨てなきゃならないということなので、それはないと思って

いるんです。ですから、私にとっては網羅と集中なんですね。このプロジェクトを

つくるときも、全体を網羅したうえで、どこを強調するかという、そこが大きな視

点なんです。  

  前の経済成長デザインのときに、全体を網羅していなかった結果、いろんな業界

の方から声もいただきまいて、それが今回、単語が一つ入っているだけでもこの業

界のことも考えてくれているんだという、そういう話をいただいています。選択じ

ゃなくて網羅と集中と、そういう意味で、こういう柱立てを私自身は考えました。  

  それから、目標の数値を１つにするというときに、網羅に立つのか、集中に立つ

のかというのが頭の中にありまして、いろいろ迷ったんですけれども、最終的には

網羅のほうに行かざるを得ないだろうと。要するに、全体をあらわす数字というと

きに、この黒字企業というのが案として出たので、私は網羅の側に立っていたもの

ですから、この数字で行こうということで市長にお諮りしました。  

  これに関しては、やはりメリハリの部分と総花的な部分と両方が入っているので、

どこに目をつけるかで、見方や評価が全然変わってくる、それはある程度やむを得

ないのかなと思っています。  
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  もう一つ、東日本大震災の後、私は市民局に異動して町内会や地域防災計画に関

わったんですけれども、あの中ではっきりしたのが、市役所は全部はできないと。

ですから、それぞれの役割分担に基づいてやらないといけない、というのが完全に

身に染みて、経済の部分も同じだと思っています。どう場をつくって、そこに企業

さんに集まってもらって役割分担をしていくかが大事だと。そういうのが根底にあ

って、予算要求にもつながっています。私個人的には、役所だけで全部はできない、

ただ、役所は切り捨てることもできないんだという、この２つの中でこういう案を

つくらせていただいたというのが私個人の心の中の流れでございます。  

○加藤博委員  

  少し言葉が足りなかったかもしれない。集中と選択というのはよく使われる言葉

ではあるんですけれども、確かにおっしゃるように、じゃあ切り捨てるのかという

話になると、これは端的に言ってそう簡単にできる話ではない。これはよくわかっ

ています。ただ、やり方があるんじゃないかと思うんですよね。  

  確かに、どこかで選択と集中だと言ってここだけだと決めてしまう、そういうや

り方で、いわば上意下達のような形でやってしまうと、何で見ていないんだとか何

で見てくれないんだというような話にどうしても行くと思います。でも、これは今

までの日本の姿だったんではないかなと思うんですよ。だから、どういうやり方が

いいのか、なかなかわかりませんけれども、例えばコンクールをやるとか、あるい

はテーマを決めて、それも支援を受けたい会社が提案して、それをコンペみたいな

形で決めていくということも一つの公平な世界のやり方なのかもしれません。  

  非常にやり方が難しい世界に入ってきている中で、今遠藤局長がおっしゃったよ

うに、いろんな知恵を出していかないとだめな世界に入ってきているのは間違いが

ないと思っている次第ですので、これを民間と行政とコミュニケーションをよくし

てやっていかないと、なかなか知恵が出てこないのかなということも気をつけてい

かなきゃいけないというふうに思った次第です。  

○守井嘉朗委員  

  よくよくお考えいただきたいんですけれども、僕、黒字企業をこのぐらい出さな

きゃいけないという目標を持たれて黒字になるわけではないんですね。網羅という

話ですけれども、僕、市に見ていてもらいたいなんて思ったことないんです、１回

も。切り捨てられるかどうかは、多分それはもう市場原理なので、僕らはその中で
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生きているので、僕は網羅してほしいと思ったことがないんです。  

  ただ、突き抜けて、その分絶対市に返すから集中して応援してほしいという意味

では、僕は多分集中してほしいであって、それは、その集中して自分が成功する分、

必ず恩返しをその地方、自分が生まれたところに必ず雇用と税で返すと思っている

んですけれども、黒字企業をこのぐらいにするという策に乗って黒字になるなんて

いうことは絶対ないし、行政がやれることの限度って絶対あると思うので、黒字に

関与するってできないと思うんですね。  

  例えば、減価償却を仙台市だけ長くとってくれるとか、補助金出て設備費軽減さ

れるなんていうことがあれば別ですけれども、そんなことはないとすると、黒字企

業は黒字になりたくてなるので、なりたいと思う環境づくりのほうが大事なんじゃ

ないかなと思っていて、そこはどうしても企業と行政が絶対相容れない、利害が全

く違うところから来るところなので、しょうがないとは思うんですけれども、自分

はそこはそんなふうに考えています。  

○郡市長  

 局長が申し上げたのは、行政の立場としての基本的なところだというふうにご理

解いただきたいと思うんです。今、守井社長からも、やはりそんなことではなくて、

ある意味もうちょっと行政の立場を超えていろいろ考えるべきではないか、もしか

するとそういうご意見だったかもしれません。  

  どの子にも平等な教育をしたい、させなければならないのならば、全ての子供に

不平等な教育をせよという、逆説的な感じですけれども、今、アメリカやヨーロッ

パではこういうことがずっと近年言われ続けているんです。これは、それぞれの子

供たちの成長をしっかりと見ていって、その子に合った教育を施すこと、つまり画

一的な教育ではもうこの時代成長はしていかないんだということを言っているんだ

というふうに理解をします。  

  これは、多分子供の教育の問題だけでなくて、まさに経済の場面でも同じことで

あって、そのことを十分に意識しながら、今般、今回の 2023の戦略を打ち立てさせ

ていただいたということで、その辺のところのご理解はいただけるのではないかな

というふうにぜひご理解くださいますようにお願い申し上げます。  

○山本和茂委員  

 先ほど申し上げたように、いろんな中小企業の新しい政策というか、強化法案の
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ときに、やはり震災のさなかにあって、他の地域よりも震災復興のほうに力を振り

向けざるを得なかったという状態があります。それだけに、ここで成長戦略が始ま

るというのは大変歴史的な意義があるとともに、ほかの地域、ほかの政令市以上の、

成果を出さなきゃいけないなというふうに思っています。  

  例えば、いわゆる資金調達の円滑化なんていう話につきましては、いろんなとこ

ろで制度融資であるとか金利の補助であるとかやっています。一方で、創業してか

ら経理を奥さんがやっていたり、勘定科目の仕訳も曖昧だったりして、それで決算

書つくっているような会社、イメージで言うと年商3,000～4,000万の会社だとそう

いう状態なんですね。そういう会社が成長して、いざ大きな会社の協力業者として

仕事をもらうというようなときには、決算書を出せと言われ、出すと「何ですかこ

の決算書は」という話になっちゃって、そこでつまずいちゃうんですね。  

  金融取引においても、割と小さい金額の資金の借り入れは、銀行は統計的な目で

見ます。金利１％２％上乗せしておけば倒産確率がどうだという目で見るんですけ

れども、やっぱり億単位の融資、資金が必要になってくると、その会社の財務内容

をきちんと試算表から何から全部調べるようになると、そこでつまずいちゃうんで

すよ。  

  ですから、未来創造企業になる候補の企業に対して手厚くやれる方法もあるし、

それを例えば財務諸表についてアドバイスするとか、そういった、あまり地方では

聞いたことがないんですね、第三者がやるというのは。そんなこともあり得るんじ

ゃないかなと思いますし、企業間の連携についても新しい取り組みをもっと力を入

れて事業団でもやっていきたいなと、こういうふうに思っています。  

○阿部章委員  

  ７番の企業誘致のところ、簡単に言うと誘致をするので固定資産税相当とかを助

成するみたいなところだと思うんですけれども、これの予算が結構多いので、これ

を集中支援する企業にも対応してくれるとか、そうすると、さっき守井さんがおっ

しゃったようなところにもちょっと行き着くし、仙台本社の企業として見ると、外

から入ってくる企業は税金かからなくて、地元はちゃんと払っているという、ちょ

っと変な見方ができちゃうかなというのも。対象が製造業なんですかね。  

○遠藤経済局長  

 今、対象が広がっていまして、ソフトウエア関連企業ですとか、あとは市内移転
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に伴う従業員の拡張なんかも対象になりますので、集中支援して大きくなればこち

らも使えるような、そういうふうなパターンも出てくると思います。例えば、会社

が大きくなっていって、オフィスを移転なり拡充して雇用も増やすとなると、業種

によっては助成金の対象になる可能性が出てきますね。  

○阿部章委員  

 仙台市に本社のある企業でも対象になる中身になるわけなんですね。  

○遠藤経済局長  

 はい、そうです。一般的には市外からの誘致企業ばかり光が当たりますけれども、

市内で大きくなってくる企業に対しても項目がありますので。  

○柳井会長  

どこかでまたそういう補足していただければ、よりわかりやすくなると思いま

すので、よろしくお願いいたします。  

  それでは、今回で任期が終了となりますので、この２年間、会議にご参加いただ

いた感想、あるいは次の活性化会議それに向けてのご意見とかご希望、あるいは今

後の取り組みのご予定など、幅広いご意見を頂戴したいと思っております。  

○阿部章委員  

  ２年間いろいろお世話になりましてありがとうございます。いろいろ勉強不足の

ところがありまして、皆さんに温かいコメントをいただきましてありがとうござい

ます。  

  よかった点としては、先ほど皆さんもおっしゃっていたところがありましたけれ

ども、より知見が広がることで、市での考え方や行政の考え方、あとは現状の捉え

方、企業ですと外部環境、内部環境という捉え方をしていくんですけれども、やっ

ぱり行政の中で、市をどういうふうに捉えて現状を認識し、どこにあるべき姿を持

っていって、現状とのギャップをどう捉えて対応していくのかというところの考え

方を非常に勉強することができて、やっぱり役割の違いが非常にあるんだなという

ことを勉強させていただきました。要は、行政の役割と企業の役割というのは一市

民としての役割とも違っていて、そこの認識が違うとより訳がわからなくなってし

まうんだろうなということも理解が進んだので、何か、より一緒にいいまちをつく

っていくという中で役割分担をしているんだというのが気持ち的に理解できたとい

うのが一番よかった点だと思います。  
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  今後に向けてですけれども、知らないこととかまだまだたくさんあるなというの

が、非常に実感するところであります。この戦略の一つ一つのプロジェクトや施策

について、一方的に情報発信をうまくすれば伝わるということではなくて、恐らく

遠藤局長や杉田課長の顔を知っているので私には伝わるものがあったと思います。  

なので、今後、より経済局の皆様と、あと地元の経営者とかがもっと交流して

コミュニケーションを交わす機会が、この会議が終わってもどこかであるとより一

緒に役割分担をしてやっていけるような感じもしますし、よりお互いの理解も深ま

っていくなと思うので、そんな機会が継続してあればすごくうれしいなというのが

感想でございます。  

○加藤博委員  

  本当に２年間ありがとうございました。こういう経営の幅広い課題についていろ

いろ触れる機会というのは実はあまりなくて、私はどちらかというと、東北電力の

中でも特に電力に限った分野でしか物を見ていないというところがありましたので、

今回そういう意味では視野を広げていただいたのかなとありがたく思っております。  

  その中で思うのは、先ほども申し上げた話もありますが、実は私、日本商工会議

所のほうで規制・制度改革専門委員会の委員長を務めていて、日本全国の規制・制

度改革ってどうやるんだという議論をする場面がありました。その中で、徳島県の

例なんですけれども、県と市が一緒になっていわゆる地方行政の規制改革をできな

いかということに取り組んだ例がありました。これは非常に難しいそうです。要は

行政サイドと議会サイドと、それから経済界と、お互いのつながりがないとやっぱ

りうまくいかないんですね。お互いに自分の言いたいことだけ言っていると絶対に

規制改革というのはできなくて、やっぱり痛みも伴うことになるので、非常に難し

いことだと思うんですが、実はこれをやると非常に市が活性化していく、地方が活

性化していくということを徳島の方は一生懸命おっしゃっていました。  

行政ってすごく難しいですよね、全部予算は議会を通さなきゃだめだし、これ

は国に限らず単年度会計で何ができるんだと。しかも予算そのものが限られている

中で、やっぱり仙台市なら仙台市全体の知恵を集めなきゃいけないという時に、そ

ういう意味では郡市長の指導力をぜひ発揮していただいて道が切り開けると、仙台

のまた違った未来が見えてくるのではないかと思っていますので、ぜひよろしくお

願いをしたいと思います。  
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  これが中小企業の活性化にもしつながっていくとすれば、仙台市からいろいろな

企業が出てくることにつながっていくのではないかと思っていますので、我々商工

会議所も一緒になって走っていきたいと思っていますので、ぜひよろしくお願いし

たいと思います。  

○栗原さやか委員   

私も参加させていただいて大変勉強になりました。経済局さんの施策等につい

ては、正直あまり深く知る機会がなかったというところがありまして、ざっくりと

しか知らなかったものもより細かく教えていただくことによって私自身認識も深ま

りましたし、参加者の皆様からのご意見で勉強になるところがとてもありました。  

  あと、課題というか、少しやりづらさを感じたところというと、やはり中小企業

は範囲が広いというところがあって、どの段階の、どれぐらいの規模の、何の業種

の方を対象にするのかによって、考え方は大分変わってくると思うんです。そこを

あまりフォーカスしすぎても会議として成り立たないですし、逆に広すぎると議論

がかみ合わないというところがあったような気がして、そういったところをもう少

し整理した形で進めていくというのも一つの方法としてあり得るのかなと感じまし

た。 

  あと、次年度以降の会議に期待するところといいますと、私もワークショップに

参加したんですが、その中で出た意見が恐らくこの平成30年度新規施策の次世代経

営者支援とか外部人材による中小企業の新事業創出促進につながっていると思うん

ですが、この事業を実際にやるという案内が、私は事業団のメールか何かでたまた

ま目にしたようなところだったりして、明確には知らなかったんです。そのときワ

ークショップでご意見を伺った方から、「どういうふうに施策にするんですか。今

後も何か手伝えることがあったら言ってくださいね」とか言われたんですけれども、

それをフィードバックする機会も特になかったので、そういったところがちょっと

もったいなかったなという気がしています。  

  皆さんも言っていますけれども、やはり経済局との交流の場は多ければ多いほど

こういった施策が届きやすくなると思っていて、文字で見るよりも「いや、こんな

すごいのあるんだよ」と言われたほうが伝わりやすいですし、経済局に対するファ

ンというか、そういったものが増えたほうが顔が見える関係で浸透していくので、

とても伝わりやすくなると思います。そういった意味でも経済局とのつながりをど
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んどん広めていく機会があるといいなというのは私も思っています。以上です。  

○守井嘉朗委員   

  ２年間本当に楽しくて、先ほど冒頭でお話をしたとおり、呼んでいただいてすご

くよかったなと思っております。  

もちろん助成金欲しい、補助金欲しいという人はいっぱいいますし、ただ、自

分はそう思っちゃいけないんだと思ってやっていますので、そんな点で少し発言が

ずれていたかなと思いますが、市の立場もよく理解をしていますし、いろいろな試

みもご一緒させていただいたりしているのもあって、すごく市のことが好きになっ

たのは先ほども申し上げたとおりです。なので、これから出てくる経営者の人たち

も市と交流する場があるとすごくいいのかなと思いました。  

  よく東京でやっている情報交換、それこそコンサル会社が企画してビジネスマッ

チングする場なんかだと、多くの企業にプレゼンをして、聞いている企業が「うち

ではこういうやり方で解決できます」というのを売り込む会が主流になっています。

同じように、市に中小企業が売り込むような場を公開でやるようなこともいいんで

はないかなとちょっと思いました。それこそ、市の業務を軽減できるようなアイデ

アのプレゼンをやらせてもらって、その場で買う、買わないまでいかないと思いま

すが、そうやって市におもしろいと思ってもらえる事業を提案できればなと思うの

で、そんなことを公開でやるのはおもしろいのかななんて思ったりしました。  

  ２年間、本当にありがとうございました。  

○山本和茂委員  

 本当に２年間ありがとうございました。私も、この会議の中、あるいは地元の方

とのいろんな違う場所での懇談で、いろいろと勉強をさせていただきました。  

  それで、改めて成長戦略 2023について言えば、「豊かさを実感できる仙台・東北

を目指して」ということになっています。これはやはりＧＤＰだけではなくて、付

加価値に着目したというのは非常に大きなことだと思います。付加価値、つまり売

上高がＧＤＰで、売上総利益が付加価値なわけですけれども、雇用という意味では

ＧＤＰが多いほうがいいんですけれども、いつの間にか利益の部分が抜けていって

いるという状態では豊かさを実感できないということになります。そういった意味

で、この付加価値に着目されたというのが非常にすばらしいことだと思います。  

  また、「仙台・東北を目指して」というところで、例えば企業間連携というのが
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ありますけれども、関西では企業の名前を 10社ぐらい挙げると、自分でどんどん電

話をして会いに行きますが、東北全体としてはそういう風土がないところをどうや

って実効性ある企業間連携をやっていくのか。まさに他地域を見て、その例を参考

にして、それ以上の成果の上がる、東北に適した施策、具体策を仙台市がやってい

くということが大事なのかなと思います。  

  私ども事業団としても、商工会議所さんと連携していろんな事業をやらせていた

だいておりますし、今後とも関係を密にして、まさに仙台・東北のために頑張って

いきたいと思いますので、よろしくお願いします。  

  もう１点、新規創業とかいわゆる経営の基本的な部分で困っている方に対するア

ドバイスみたいなところが事業団の仕事というふうに世の中から見られているよう

なんですが、事業団でも去年の４月から組織内のデータベースをつくりまして、ど

の企業がどんな仕事をやっているかを全部見れるようにしました。例えば、セメン

ト工場ではコンクリートが固まるときに大変が熱が出る、しかも建屋が大きいので

スポットクーラーとかでは対応できないということで、従業員が暑くて辞めていっ

てしまうという課題がありました。そこで、御用聞きのフェローの先生が行ってド

ライミストの装置をつけたら、それが効果があって、同業者でまた二、三、それを

参考にする会社が出てきたとかというのがありました。  

 このようにいろんなことをやっているんだけれども、それを事業団であまり広報

していないということがあって、ほかの地域を参考にして、それより優れた施策を

具体的に実施していって、それをちゃんと実業界に対して広報する、お知らせする

というようなことをやっていきたいなと思っています。  

○門馬祥子委員  

 ２年間、どうもありがとうございました。私は小さな個人事業主なので、こうい

う場に呼んでいただいて、大変勉強させていただきましてありがとうございました。  

  ２年間の中で、最後にこういう新しい施策を拝見することができて、すごく私も

うれしいなというふうに思っておりました。さきほど「四方よし」大賞の話を申し

上げたんですけれども、この賞が理念や志のようなものが対象だとしたら、リーデ

ィング企業の未来創造企業というのは、本当に実績を出していて商品力があるとか、

サービス力があってお金を稼げる会社という、何かそのエンジンがあってという感

じなのかなと思うと、「四方よし」大賞のほうでまず地力をつけて経営を動かして、
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未来創造企業のほうに採択されるように頑張るというような持っていき方もありな

のかなとかということを想像していました。  

  私自身、毎日、社さんの理念をつくったり、商品とかサービスのコンセプトをつ

くったり、採用の原稿を書いたりということをさせていただいています。事業団の

ほうでは起業支援の相談員として、特に女性の方からの相談が多いので、これだけ

は申し上げておきたいことがあって、女性は結婚・出産する前にどのぐらいキャリ

アを積めるか、それで出産して１回仕事を辞めるか、会社を辞めるか、辞めた後に

どうするかという、その出産と子育ての間に仕事を失う恐怖みたいなものは恐らく

女性は共通で持っていて、その出産した後に何らかのお金を稼ぐ手段というのが起

業なのかもしれないということで、起業支援に相談に来る方も結構いらっしゃると

思うんです。  

  女性活躍推進のことがこの資料のところに載っていたので、それを拝見しながら

思ったのは、恐らくどの会社にとっても女性が働けるというのは人材的にとても有

意義なことだと思うので、女性がどうキャリアを積んでいって、もちろん子育てし

たり出産したりしても自分の個性が生かされる働き方がどうできるかというところ

を教育する機会というのをつくるのも一つなのかなというふうに思います。それが

学生なのか、それとも就職して１年目の会社なのかわからないですけれども、そこ

で恐らく10年、20年後ぐらいに結婚したり出産したり、それは人の自由ですけれど

も、もしそれを選ぶんだったら、その後のキャリアをどうつくっていくのかという

こともそこから教育しているんですよ、というのも仙台市としての売りになるのか

なと思いました。  

  というのも、 30代、40代の方がすごく悩まれていて、５万円でも 10万円でも稼ぎ

たいんです、自分で何かしてというふうにおっしゃっている方が結構いらっしゃっ

て、特に今はシングルになられる方も多いので、お子さんがいらっしゃるから働き

に行けないとか、そういうことって結構切実だと思うんです。そのときに、会社に

勤めるのか、勤める形も在宅で仕事ができるのかとか、本当に多様な働き方を仙台

市として支援しているんですという打ち出し方は、とても女性にとって働きやすい

環境になるのかなというふうに思いました。  

○森和美委員  

  9年、 30年と２年間この会に出席させていただきまして、まず、ありがとうござ
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いました。  

  30年のときから郡市長が自ら参加されてお話を聞いてくださっているという、そ

の仙台市の姿勢に対してありがたいなというふうに率直に思ったというのと、あと

は、市長の話し方がとても癒やし系で非常にこの会議に出て癒やされたなというふ

うに思っています。  

  私はこれまで経営者としてがつがつ稼ぐということしか考えていなかったので、

仙台市としてこういうことを考えているんだなということに触れる機会ができて、

非常に勉強になりました。  

  私は、どちらかというと将来の仙台市というところで言えば、やはり目立つ企業

を続々と出していってほしいなというところがありまして、例えば上場するという

のも一つの目立つ方法だと思うんですけれども、あとは何か光るところがあるオン

リーワンの企業であっても、例えば全国紙に取り上げられるような会社を増やして

いくようなやり方もあるべきだなというふうに思うんですけれども、どうしても公

平というのは難しいとは思うので、やはりそこは集中的にやっていただきたいと思

います。  

  あとは、女性として会社を経営していて、結婚とか出産とか、そういった一つの

タイミングで女性は職を失うという状態になりやすいので、そこを何とかしたいと

いうのは私自身も経験者として思うところなんですけれども、じゃあどうしたらい

いかという案はまだ出てはこないんですが、自分で会社を経営するとその辺は融通

がきくようには確かになるので、そうすると中小企業をたくさんつくるというんじ

ゃなくて、小規模の会社をたくさんつくっていっても、それはそれでいいのかなと

思うんです。それによって、例えば人生 100年時代と言われていますけれども、職

を失わず、自分たちのできる範囲で生活費を稼ぐ、それで仙台市にも法人税を払っ

ている、多様な働き方があっていいと思うので、規模で判断せず、やはりぴかりと

光る会社というのを育てていくというスローガンは出していってもらいたいなと期

待しております。以上です。  

○早川智子委員  

 ２年間ありがとうございました。私自身の役割として、多分２年前は完全に仙台

の中で仕事をしているスタイルだったんですけれども、この委員に入るちょっと前

ぐらいから、ほかの地域のエリアを行き来したり、どちらかというと東京側に行っ
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て全国を見ていくポジションに変わってきたので、見え方も少しずつ変わってきた

んですけれども、昨日も神戸の行政の方と一緒にイベントさせていただいてたり、

そのほかにも様々な地域の行政の方と連携させていただいているんですけれども、

どこの市の方も、やはりどうやって自分の市に人をとどめるのかとか、あとは戻っ

てくるようにするのかということを、ほぼ同じことをおっしゃるので、体感として

単純に人の取り合いをしているな、という感じには思えているんです。  

  全体的に人口が減っていく中で、もちろん経済成長みたいなことは維持しなけれ

ばいけない部分もあると思うんですが、同じように、今までどおりの経済規模を保

つことはなかなか難しい、そういうことよりも、仙台市としてどれだけ特色を持て

るのか、経済規模という意味ではなくて、豊かさというのも書いてありましたけれ

ども、豊かさとか、どれだけそこの市に住むことが幸せなのか、みたいな、何かそ

ういった指標の中で市をつくっていっていただけると、より特色のある市になるの

かなとほかの市の方と話す中でもすごく思います。  

どこの市の方も「ぜひうちの市に来ていただく策を一緒に考えてください」と

いうことをお話しいただくんですけれども、そのときに、やはり特色を持ってつく

っていただいて、仙台だったら仙台市にフィットする人が集まるような形にすると、

それぞれの市で特色を持って行政の運営をしていくことで、多分日本全体の活性化

になっていくのかなと思っていて、なので、この２年間の中でいろんな施策とか考

えたことはすごく、形になったことはすごくいいと思うんですが、より特色のある

形になるといいかなと思っています。  

  あとは、女性という文脈はありましたけれども、郡さんがやっぱり女性で市長を

されているというのは一つの特色でもあるのかなと思っていますし、仙台市って、

前も女性が市長をされていて、やっぱり女性にとって優しいとか、働きやすくて幸

せだなというふうに思えるような市になっていくと、私自身もうれしいなと思って

います。２年間、本当にありがとうございました。  

○郡市長  

 改めまして、２年間本当にお疲れさまでした。委員の皆様方には毎回いいご意見

をお出しいただきまして、深く感謝を申し上げます。  

  私自身も、今、地域経済がどういうような課題を持っているのか、そしてまた行

政に対して何が望まれているのかということを知る大変有意義な会でして、私自身
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はすごく熱い思いでこの場に出させていただいて、いろんなご意見を聞かせていた

だきました。勉強になったと率直に思うところであります。  

  改めて申し上げるまでもないわけですけれども、地場の企業の皆さんたち、それ

ぞれが元気になってもらって、先ほどの守井社長じゃありませんけれども、税金を

納めてくださって、たくさん雇用してもらって、また税金を納めていただくという

ことによって、教育の問題も福祉の問題もまちづくりも全てがうまく回っていくわ

けでして、このことが大変重要だと思っているところです。  

  そして、この２年間皆様方からいただいたご意見も参考にさせていただきながら、

経済成長戦略2023をまとめさせていただいたわけであります。いろいろな思いがこ

こに詰まっているわけですけれども、それぞれ一社一社、強みも、そしてまた弱点

も違っていますでしょうし、目指すところも違っていると思いますけれども、それ

ぞれに画一的な支援ではなくて、たくさんメニューを出させていただきましたが、

オーダーメイドでの支援ということに近いものを考えて出させていただいたわけで

あります。それぞれの企業の皆さんたちがもっともっと業績が上がっていくように、

そしてまた、仙台のまちを引っ張っていってもらえるようにやっていかなければい

けないと思っているところでして、この間の委員の皆様方には本当に大きなお仕事

をしていただきましたこと、改めて深く感謝を申し上げます。任期はこれで満了と

なるわけですけれども、引き続き、さまざまなところでご支援とご協力をいただけ

ますようお願いしたいと思います。  

  それぞれのお仕事が活性化するようにご期待申し上げて、私からの挨拶にさせて

いただきたいと思います。本当にありがとうございました。  

○柳井会長  

  それでは、本日と２年間の会議の総括ということで、私、４年間させていただき

ましたので、４年間含めて総括をさせていただきます。  

  この４年間本当にお世話になりましたし、今日ご出席の委員の方、また事務局の

担当の方、そして郡市長さん、本当にどうもありがとうございました。  

  実は４年前どういう議論から始まったかというと、中小企業活性化条例を受けま

して委員会が組成されました。最初のほうの会議で何をやったかというと、ＬＩＮ

Ｅをつくった森川社長などから、外の目から見て仙台ってどういうまちの特徴があ

るのかということで、それで、その中から導き出されてきたキーワードに「コンパ
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クトなまち」というのが出てきたんですね。つまり、駅から市役所の間に非常に都

市域がぎゅっと固まって、そしていろんなサービスなんかも得られると。そして、

若い人たちも活躍しているんだという話だったんですね。  

  その２年間の議論というのは、そういうコンパクトな仙台で活躍するいわゆるア

ントレプレナー、つまり起業家をどう育成するか、こういう議論をずっとやってま

いりました。当然、そのとき議論の対抗軸として今までの中小企業とか、本当はも

うちょっと工夫すれば伸びる中小企業をどう応援していくのというところで、いわ

ゆる昔からずっと地元で頑張ってきた方と、若い方、これがせめぎ合うような形で

２年間過ぎていったわけです。  

  そして、委員が代わりまして、今日ご参加の皆様がよく議論されたのは、人材育

成を通じてやる気のある中小企業をいかにサポートしていくか、その中からいろん

な取り組みをどう捉えていくか。１期のときに話し合っていた起業家が、どういっ

た形でその中で引き上がっていくのかという、そういった議論をさせていただいた

ように思っております。  

  恐らくこの経済成長戦略 2023には、そういった考え方の基本みたいなものがほぼ

ほぼ組み込まれていったということで、恐らく各委員の方の極めて満足度の高い評

価につながっていったんだと思います。  

  ここからは私なりの考え方なんですが、仙台の持っているポテンシャルというこ

とで、１つは、皆さんあんまり気づかれていないですが、これから人口減少社会が

来るというのは確かですが、データを見てみると仙台市はゆっくりと人口が減少し

ていくんです。これが仙台の持ち味で、ほかのところはもう急激に人口が減ってい

くんですね。特に東北ではそれがもうはっきりしています。もう既に福島のほうで

百貨店がなくなっていたり、山形のほうでも経営不振だとか、そういった兆候はも

う出てきていますよね。ところが、仙台の場合はゆっくり人口が減っていくために、

これからもうちょっと時間があるということなんです。だから、この残された時間

に何をやるかということです。  

  外の目から見ると、仙台はもう既にそこはターゲット化、きちんとターゲットと

して押さえられていて、例えばショッピングセンターというのはこの数年の間に全

国で最も多く進出している業態なんですね。ゆっくり減っていくから、集客をする

時間が長いということなんです。そうすると何が起きるかというと、そのしわ寄せ
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が地元の中小企業、商店ですに寄ってくるわけです。  

  ここで注意していただきたいのは、仙台市がそういうときに商業全体の統計で議

論をすると、商業は活発化したという結論を導き出すんですが、我々がお願いした

いことは、中小企業である商店のデータがどうなのかということを見て、本当に地

域にとっていいのか、ということを判断していただきたい。  

やっぱり仙台の中心商店街というのは、七夕であったりいろんな行事の受け皿

として、いろんな文化の担い手という役割があります。つまりそれは貨幣換算に決

してできないような役割とか、まちの暮らしの支えというのがあるんですよね。だ

から、そういったところを総合的に判断しながら、そういった中小企業としての商

店街をどう守っていくのか、こういう視点を失わないで、つまり統計のトリックに

惑わされない運営をぜひともやっていただきたいと思います。これは経済でも同じ

なんですね。そういったことがいっぱいありますので、またそれは別な機会があれ

ばお話しさせていただきます。それが１番目です。  

  あともう一つは、外から見る目をぜひ持っていただきたいということです。実は

今、東京のほうでは東南海地震とか首都圏の大地震というのに備えてバックデータ

をどこに置くかという議論を真剣にやっているんです。そうしたとき、今一番大き

な議論は、東に持っていくか、西に持っていくかという議論なんですね。東に持っ

てくるときどこに持っていくかって、これは仙台なんです。１時間半で来れるし、

要するにインフラさえ開通すればそういったデータも人の供給もできるということ

で仙台はかなり注目されているんですが、仙台からアクションが見えてこないとい

う話をしているんですね。  

  実はこのデータのバックアップというのは大きな産業につながっていくんです。

仙台でいいますと、今、 260社ある卸町の事業所は次の世代に向かって皆さん困っ

ているんですね。例えばそういうバックアップの場所に例えば卸町を入れていく、

東北大学の放射光施設に関しても東西線があるので 15分ぐらいで行けますよね。そ

ういったところの有効活用とか、そういう都市地域、あるいは空間政策と我々は呼

んでいるんですが、そういったことも織り込んで、他のマーケットからこちらのほ

うに引っ張ってくるような政策、そういったニーズをとっていく政策というのも実

はあるんじゃないかなと思います。この点は戦略では内的なものだけの話になって

いますので、少し抜けている視点かなと私は見ていて感じるところです。  
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  いずれにしても、短期的にもう不況の足音が聞こえてきているという世界経済の

問題も含めて、仙台でいいますと建設業の売上げが落ちて行くので、次年そして

次々年以降どうしていくのかとか、この 2023が立ち向かっていく道は厳しい道では

ありますけれども、決してめげないで元気よくやっていっていただければと思って

おります。それによって、私たち委員のミッションもちゃんと果たされていくのか

なと思っています。今日は本当にどうもありがとうございました。  

  そろそろ時間になりましたので、このあたりで本日の会議は終了とさせていただ

きたいと思います。皆様のご協力により、本日を含めた２年間の会議、大変実り多

いものになりました。本当にありがとうございます。  

 


